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	応用
	抗原情報
	背景
	機能:顆粒球と脂肪細胞の分化に関与している可能性があります。,PTM:活性化CSF1Rに結合するとチロシンがリン酸化され、2つのタンパク質の解離を引き起こします。Ser-5および/またはSer-6のリン酸化は、核外輸送に必要です。インスリン刺激脂肪細胞ではThr-328がリン酸化されます（類似性による）。おそらくATMまたはATRによるDNA損傷時にリン酸化されます。,類似性:THOC5ファミリーに属します。,細胞内局在:核と細胞質の間をシャトルします。,サブユニット:リン酸化CSF1Rと相互作用します。,組織特異性:普遍的に発現しています。,機能:顆粒球と脂肪細胞の分化に関与している可能性があります。,PTM:活性化CSF1Rに結合するとチロシンがリン酸化され、2つのタンパク質の解離を引き起こします。 Ser-5および/またはSer-6のリン酸化は核外輸送に必要である。インスリン刺激を受けた脂肪細胞ではThr-328がリン酸化される（類似性による）。DNA損傷（おそらくATMまたはATRによる）によりリン酸化される。,類似性：THOC5ファミリーに属する。,細胞内局在：核と細胞質の間を往復する。,サブユニット：リン酸化CSF1Rと相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。,
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	THOC5抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

